


芦屋市指定文化財 指定諮問書 

１ 種   別  芦屋市指定有形民俗文化財 

２ 名称(よみ)  阿保天神社力石（あぼてんじんじゃちからいし） 

３ 員   数  ６点 

４ 所 在 地  芦屋市上宮川町７－１１ 阿保天神社 

５ 所 有 者  阿保天神社 

６ 所有者住所  芦屋市上宮川町７－１１ 

７ 年   代  江戸時代～昭和初期（推定）  

８ 法 量 等  (1)67×37×32（cm） 「五十〆」の銘文あり 

(2)62×38×33（cm） 「四十二〆」の銘文あり 

(3)60×41×26（cm） 

(4)60×35×29（cm） 

(5)57×36×26（cm） 

(6)54×32×25（cm）  

９ 概   要 

 力石は，農村や漁村などの村落社会において，男性の通過儀礼として行われた「力く

らべ」等に使用されたものである。 

阿保天神社力石は，阿保天神社で保存されており，使用されていたものと考えられ

る。６点現存しており，内２点には重量「五十〆」「四十二〆」が刻まれている。 

本市に現存する力石は本資料のみであり，農村であったころの芦屋市域を知ること

ができる貴重な資料である。 



10 位置図 

阿保天神社 



11 写真 

【写真１】阿保天神社力石 

【写真２】銘文(1) 五十〆          【写真３】銘文(2) 四十二〆 
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